
キイトルーダ(ペムブロリズマブ)+ゲムシタビン+カルボプラチン併用療法
3週毎

商品名 投与量 投与日
Pemb キイトルーダ 200mg/body d1
GEM ゲムシタビン 1000mg/m2 d1,d8
CBDCA カルボプラチン AUC＝２ d1,d8

Ccr(Cockcroft-Gault) = 体重(kg) x (140-年齢) / 72x Cr(mg/dl)　
　　女性は0.85倍 Cr(日本での酵素法ではCr+0.2で計算する方がよい)
CBDCA dose(mg/body) = AUC x (Ccr +25)

d1,d8 ｱﾌﾟﾚﾋﾟﾀﾝﾄｶﾌﾟｾﾙ(125)　1ｶﾌﾟｾﾙ　CBDCA投与1時間～1時間30分前に内服
d2-3
d9-10

Day1
① 生理食塩液　100ml　/　ルートキープ

② アロキシ(0.75mg)　1V　+　デキサート(6.6mg/2ml)　1V 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　+　生理食塩液　50ml　/　15min

③ 生食　100ml　/　フラッシュ用

Y④ ペムブロリズマブ　200mg/body + 生食50ml　/　30min
　0.2～5μm以下のインラインフィルター付ルートを使用

⑤ 生食　100ml　/　フラッシュ用

Y ⑥ ゲムシタビン(      )mg/body + 生食100ml　/30min

副作用増強のおそれがあるため60分以内で投与

Y⑦ カルボプラチン (      )mg/body + 生食250ml　/ 60min

Day8
① 生理食塩液　100ml　/　ルートキープ

② アロキシ(0.75mg)　1V　+　デキサート(6.6mg/2ml)　1V 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　+　生理食塩液　50ml　/　15min

Y ③ ゲムシタビン(      )mg/body + 生食100ml　/30min
副作用増強のおそれがあるため60分以内で投与

Y ④ カルボプラチン (      )mg/body + 生食250ml　/ 60min

PD-L1陽性のトリプルネガティブ乳癌

※アプレピタントは必要に応じて使用を考慮する。

薬剤・略号
ペムブロリズマブ

ゲムシタビン
カルボプラチン

ｱﾌﾟﾚﾋﾟﾀﾝﾄｶﾌﾟｾﾙ(80)　1ｶﾌﾟｾﾙ　朝食後内服


